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駐輪場管理（京成公津の杜駅前で）



 

　
今
回
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
事

務
局
に
つ
い
て
、
仕
事
の
内
容
や
担
当
す
る
職
員
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

特
集
事
務
局

仕
事
の
受
注
や
手
配

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局

を
紹
介
し
ま
す
。
事
務
所
は
、
J
R
久
住

駅
近
く
の
久
住
中
央
地
区
に
あ
り
、
事
務

局
長
以
下
７
人
の
正
規
職
員
と
３
人
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
が
職
務
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

　
主
な
仕
事
は
、
仕
事
の
受
注
と
配
分
で

す
が
、
会
員
の
配
分
金
の
計
算
や
事
業
計

画
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
係
る
事
務
な
ど
庶

務
全
般
に
わ
た
る
も
の
や
、
会
員
の
就
業

や
安
全
確
保
、
資
材
・
用
具
の
管
理
な
ど

業
務
全
般
に
及
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
を
処

理
し
て
い
ま
す
。

就
業
紹
介
や
相
談
も

　
会
員
の
就
業
紹
介
や
相
談
も
、
事
務
局

の
重
要
な
仕
事
で
す
。
各
会
員
の
希
望
と

能
力
に
応
じ
た
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
調

整
し
た
り
、
新
た
な
就
業
先
を
開
拓
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
受
注
し
た
仕
事
の
情
報

は
、
可
能
な
限
り
全
会
員
に
周
知
し
、
そ

の
上
で
適
格
な
会
員
に
就
業
を
紹
介
し

ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
の
就
業
上
の
問
題
や
悩
み

な
ど
に
関
す
る
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

担
当
を
紹
介
し
ま
す

　
●
事
務
局
長（
兼
常
務
理
事
）

　
　
　
　
　
　
三
橋　
栄

　
●
事
務
局
次
長

　
　
　
　
　
　
椿　
一
之

　
●
庶
務
担
当

　
　
係
長　
　
石
井　
健

　
　
副
主
査　
髙
橋
直
美

　
　
副
主
査　
前
田
淳
子

　
総
務
・
庶
務
関
係
と
し
て
予
算
や
決
算

な
ど
の
会
計
経
理
に
関
す
る
こ
と
、
補
助

金
等
の
申
請
、
事
業
計
画
の
作
成
、
理
事

会
や
定
時
総
会
の
運
営
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

各
種
帳
簿
類
の
管
理
や
会
員
の
配
分
金
の

計
算
処
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
や

普
及
啓
発
、
広
報
等
の
事
務
も
行
っ
て
い

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

庶務担当　庶務担当　
係長　石井　健係長　石井　健

パートタイム職員パートタイム職員
菅野　進菅野　進

庶務担当　庶務担当　
副主査　髙橋直美副主査　髙橋直美

庶務担当庶務担当　　
副主査　前田淳子副主査　前田淳子

予備席
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●
業
務
担
当

　
　
係
長　
　
山
田
英
明

　
　
主
事　
　
奥
主
拓
也

　
民
間
企
業
や
一
般
家
庭
か
ら
の
仕
事
の

受
注
や
見
積
も
り
、
契
約
に
関
す
る
こ
と

や
会
員
と
の
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
賠
償
事
故
等
の
処
理
に
つ
い
て
も

担
当
し
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
な
ど
公
共
機
関
か
ら
の
仕
事
の

受
注
、
見
積
り
、
契
約
に
関
す
る
こ
と
や

会
員
と
の
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
請
負
・
派
遣
事
業
の
業
務
の
ほ
か
、

安
全
・
適
正
就
業
に
関
す
る
こ
と
も
担
当

し
て
い
ま
す
。

　
●
受
付
事
務
・
請
求
事
務
担
当

　
　
福
田
あ
い
子（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
）

　
　
鈴
木
礼
子　
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
）

　
受
注
全
般
の
受
付
請
求
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
●
植
木
・
除
草
班
担
当

　
　
菅
野　
進（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
）

　
受
注
し
た
植
木
剪
定
や
除
草
作
業
の
配

分
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
●
入
会
事
務
担
当

　
　
福
田
あ
い
子（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
）

　
入
会
希
望
者
説
明
会
や
入
会
手
続
き
、

そ
れ
ら
に
伴
う
連
絡
調
整
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

理
事
長

飯
田
幸
雄

副
理
事
長

鈴
木　
哲

成田シルバー人材センター組織図

総会（会員）

監　事

理事会

事務局

職群班
除草班

専門部会
総務部会
事業部会
広報部会
女性部会

安全・適正
就業委員会

地域班
Ａ班（成田・公津・豊住・八生）
Ｂ班（NT地区）
Ｃ班（大栄・下総・遠山・久住・中郷）

パートタイム職員パートタイム職員
福田あい子福田あい子

パートタイム職員パートタイム職員
鈴木礼子鈴木礼子

業務担当業務担当　　
係長　山田英明係長　山田英明

業務担当業務担当　　
主事　奥主拓也主事　奥主拓也

事務局次長事務局次長
椿　一之椿　一之

事務局長事務局長
三橋　栄三橋　栄
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さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
対
応

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
知
識
や
経
験

を
生
か
し
、
皆
様
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
の
依
頼
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。
お
引

き
受
け
し
た
仕
事
は
、
セ
ン
タ
ー
が
責
任

を
持
っ
て
完
了
さ
せ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

そ
の
も
の
が
会
員
の
生
き
が
い
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
低
料
金
で
仕
事

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
人
材
派
遣
業
登

録
も
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
頼
み
た
い
仕

事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
管
理

　

現
在
受
託
し
て
い
る
の
は
、
公
園
管

理（
運
動
公
園
の
清
掃
等
、
駐
車
場
の
施

錠
、
清
掃
）、
駐
輪
場
管
理（
自
転
車
の

整
理
等
）、
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
の
運
行
管
理
業
務
、
卸
売
市

場
施
設
管
理（
清
掃
）、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

（
受
付
）な
ど
で
、
資
格
な
ど
の
必
要
が
な

い
簡
単
な
施
設
管
理
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
技
能
分
野

　
植
木
剪
定
、
障
子
・
網
戸
・
襖
の
張
り

替
え
、
大
工
仕
事
な
ど
を
、
民
間
の
職
人

並
み
の
仕
上
が
り
具
合
で
お
引
き
受
け
し

て
い
ま
す
。
植
木
剪
定
は
特
に
人
気
が
あ

り
、
一
般
家
庭
や
企
業
か
ら
多
く
の
受
注

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大
工
仕
事
に
つ

い
て
は
床
の
張
替
や
戸
袋
修
理
と
い
っ
た

軽
微
な
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
分
野

　
観
光
案
内
所
受
付
業
務
な
ど
会
員
の
語

学
力
を
活
か
し
た
仕
事
の
ほ
か
、
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
通
学
路
防
犯
広
報
啓
発
活

動
業
務
委
託
事
業
、
家
事
援
助（
整
理
整

頓
）を
行
っ
て
い
ま
す
。
運
送
や
警
備
の

仕
事
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

▼
事
務
的
分
野

　
公
民
館
や
体
育
館
の
受
付
業
務
、
賞
状

書
き
や
宛
名
書
き
と
い
っ
た
会
員
の
技
能

を
活
か
し
た
仕
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
専
門
技
術
的
分
野

　
パ
ソ
コ
ン
の
配
線
や
操
作
方
法
の
悩
み

を
、
電
子
機
器
に
詳
し
い
会
員
が
親
切
丁

寧
に
指
導
し
ま
す
。
こ
の
他
、
喜
寿
記
念

写
真
な
ど
の
撮
影
の
仕
事
も
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
軽
作
業
分
野

　
宅
地
や
農
地
な
ど
の
草
刈
り
・
草
取
り

を
行
う
除
草
業
務
や
屋
内
外
で
の
清
掃
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
除
草
業
務
は
一
般

家
庭
だ
け
で
な
く
企
業
か
ら
の
依
頼
も
多

く
、
植
木
剪
定
と
並
び
シ
ル
バ
ー
を
代
表

す
る
仕
事
で
す
。
民
間
業
者
が
請
け
負
わ

な
い
よ
う
な
小
面
積
で
狭
い
場
所
の
除
草

で
も
お
引
き
受
け
し
ま
す
。

　
清
掃
業
務
と
し
て
は
、
駅
周
辺
の
道
路

清
掃
業
務
や
工
業
団
地
内
の
道
路
清
掃
業

務
の
ほ
か
、
企
業
の
事
務
所
や
ト
イ
レ
清

掃
、
一
般
家
庭
の
清
掃
、
墓
地
の
清
掃
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

の
後
片
付
け
や
簡
単
な
農
作
業
も
引
き
受

け
て
い
ま
す
。

 

仕
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
こ
の
他
に
も
軽
微
な
作
業
等
に
関
し
て

お
引
き
受
け
で
き
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
内
容
に

よ
っ
て
は
人
材
派
遣
と
な
り
ま
す
。

※�

セ
ン
タ
ー
業
務
係（
担
当
＝
山
田
、
奥
主

☎
36
︱

６
１
６
１
）ま
で

こ
ん
な
仕
事
が
で
き
ま
す

特
集

事
務
局

植木剪定業務

除草業務 障子の張り替え
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公益社団法人成田市シルバー人材センター　作業料金表
職種 単位 作業料金 事務手数料 材料費等 交通費等 特記事項

植木剪定
日 9,600

10% ゴミ運搬
1台500円 ゴミ処理代実費半日 5,000

2H 3,000

大工
日 10,000

10% 材料代実費半日 6,000
2H 3,500

塗装
日 10,000

10% 材料代実費半日 6,000
2H 3,500

障子張替

（3×6尺） 枚 1,600

10% 1契約につき
1,000円

（3×4.5） 枚 1,300
（3×3） 枚 1,000
（3×1.2）欄間 枚 800
（3×6尺）雪見 枚 1,600
（3×6.6） 枚 2,300
猫間 枚 2,000

襖張替

（3×6）片面 枚 3,500

10% 1契約につき
1,000円

（3×6)両面 枚 6,000
（3×3）片面 枚 2,500
（3×1.2）天袋 枚 1,500
裏紙張り替え 枚 1,000

網戸張替
（3×6） 枚 2,000

10% 1契約につき
1,000円（3×4.5） 枚 1,600

（3×3） 枚 1,300
一般事務 時間 960～ 10%

筆耕

宛名書き（ＰＣ） 枚 30～

10% 1契約につき
1,000円

1～10文字200円、
10文字単位で200円加算

宛名書き（ぺん） 枚 50～
宛名書き（毛筆） 枚 200～
賞状書き（名前） 枚 200～
賞状書き（全文） 枚 3,500～

駐車場 時間 960（夜間1050）～

10% 22：00～6：00
まで1,160円

駐輪場 時間 960（夜間1050）～
施設管理 時間 960（夜間1050）～
放置自転車街頭指導 時間 960～
公園施設鍵施錠 時間 960（夜間1050）～

除草

草取り
日 7,500

10% ゴミ運搬
1台1,000円 ゴミ処理代実費半日 3,800

2H 2,500

刈払機
日 9,000

10% ゴミ運搬
1台500円 ゴミ処理代実費半日 5,000

2H 3,000
清掃作業 時間 960～ 10%
軽作業 時間 960～ 10%

土木作業

ライン引き補修 基本料金 5,000

10% 材料費込

事務費込基本料金
5,500円
事務費込ｍ当り
224円
事務費込ｍ当り
278円

12㎝幅 ｍ 213

15㎝幅 ｍ 265

家事援助等 時間 960～ 10%

空き家管理 回 2,000 10% 住宅外観、敷地内雑草等、
郵便受けなど チェックシート

お墓の清掃代行
（ふるさとチョイス） 回 5,800 10% ８㎡以内・線香・お花代・

写真込・ゴミ20キロまで 事務費込

注1.作業料金（消費税込）のほか事務手数料（作業料金の10％と消費税）がお客様負担となります。
注2.作業料金・事務手数料は令和５年４月１日より改正予定です。

令和4年4月1日施行
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地
域
班
地
域
班

地
区
別
に
組
織

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
に

お
け
る
高
年
齢
者
の
就
業
の
場
と
し
て
見

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
の
姿
は
、
会
員

同
士
が
助
け
合
い
、
仲
良
く
働
き
な
が
ら

交
流
を
深
め
た
り
生
き
が
い
を
見
つ
け
た

り
し
、
か
つ
地
域
社
会
に
も
貢
献
し
て
い

く
と
い
う
目
的
を
も
っ
た
組
織
で
す
。

　
こ
の
活
動
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
、

市
内
14
地
区
の
会
員
を
、
職
域
を
超
え
て

A
～
C
の
３
班
に
分
け
、
地
域
班
が
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
は
会
員

同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
清
掃
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

地
域
班
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

環
境
美
化
活
動
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
市

の
イ
ベ
ン
ト
手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
班
の
地
区
内
の
保
育
園
や
小
学
校
の
除

草
や
植
木
剪
定
作
業
を
P
T
A
や
支
援
団

体
と
と
も
に
行
う
際
に
は
、
セ
ン
タ
ー
除

草
班
・
植
木
班
の
専
門
会
員
も
多
数
参
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
校
庭
の
隅
々
ま

で
手
入
れ
が
行
き
届
き
、
毎
回
学
校
か
ら

感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
地
域
を

作
ろ
う
と
、
成
田
駅
周
辺
や
公
津
の
杜

地
区
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
オ
レ
ン
ジ
ベ
ス
ト
に
身
を
包
み
、
不
審

者
や
危
険
物
な
ど
の
見
回
り
に
当
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
地
区
内
で
行
わ
れ
る
福

祉
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
整
理
な
ど
に
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
地
域
の
人
た
ち

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

活
動
報
告

活
動
報
告

除草作業に参加した会員（豊住小学校で）

最
新
施
設
で
管
理
業
務

　

今
回
訪
れ
た
の
は
、
昨
年
1
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
新
生
成
田
市
場
で
す
。

市
内
飯
仲
地
区
に
あ
っ
た
旧
市
場
が
、

空
港
に
隣
接
す
る
天
神
峰
地
区
に
移
転

し
た
も
の
で
、
約
9
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

東
京
ド
ー
ム
2
個
分
の
広
さ
に
青
果
・

水
産
棟
な
ど
の
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
が
行
う
業
務
は
、
施
設
の
管
理
、

清
掃
で
、
8
人
の
会
員
が
交
代
で
働
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
森
池
通
善
会
員
、
諏
訪
基

会
員
、
山
倉
正
志
会
員
が
就
業
。
清
掃

が
主
な
仕
事
で
、
会
員
の
平
均
年
齢
は

75
歳
。
多
い
と
き
は
1
万
5
千
歩
く
ら

い
歩
く
の
で
、
体
力
が
必
要
と
の
こ
と

で
し
た
。
お
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
個
々
の
体
力
面
な
ど
を
補
い
つ

つ
作
業
し
、
事
故
防
止
な
ど
を
図
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
会
員
同
士
の
連
携
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
再
認

識
で
き
ま
し
た
。

就

業

先

訪

問

「
成
田
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
」

高機能物流棟の外観 清掃作業

左から諏訪会員、山倉会員、森池会員
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会
員
紹
介

「
唯
一
の
趣
味
が
仕
事
に
」

佐
藤 

勲
さ
ん（
津
富
浦
）

　

昨
年
は
、
９
月
か
ら
12
月
末
ま
で
に

1
0
0
人
ほ
ど
の
喜
寿
写
真
を
撮
影
。

「
撮
影
自
体
は
楽
し
く
、
大
変
だ
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
程
調
整
の
連

絡
や
狭
い
道
で
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

な
ど
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
で

き
あ
が
っ
た
写
真
を
渡
し
、
喜
ん
で
い
た

だ
く
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
撮
影
に
つ

い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

趣
味
を
尋
ね
る
と
、「
写
真
が
唯
一
の

趣
味
で
す
」
と
即
答
。
ほ
と
ん
ど
の
写
真

愛
好
家
は
風
景
写
真
を
好
ん
で
撮
る
よ
う

で
す
が
、
佐
藤
さ
ん
は
知
り
合
い
の
写
真

店
の
依
頼
で
、
入
学
式
、
卒
業
式
、
運
動

会
、
発
表
会
な
ど
の
記
録
写
真
を
20
年
あ

ま
り
撮
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
撮
影
の
仕
事
を
始
め
て
５
カ
月
ほ
ど
経

ち
ま
す
が
、
仕
事
＝
趣
味
と
い
う
贅
沢
な

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
セ
ン
タ
ー

に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
令
和
4
年
6
月
に
入
会
し
、

現
在
は
喜
寿
記
念
写
真
の
撮
影
を
行
っ
て

い
ま
す
。
以
前
は
、
農
家
相
手
に
農
薬
や

資
材
、
飼
料
を
販
売
す
る
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
還
暦
を
機
に
廃
業
し
、
時
間

に
余
裕
が
で
き
た
た
め
、
自
分
の
写
真
の

技
能
を
活
か
せ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
喜

寿
写
真
に
つ
い
て
は
広
報
の
紹
介
記
事
や

セ
ン
タ
ー
の
写
真
班
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
の
話
を
聞
い
た
り
し

て
、
大
体
の
内
容
は
把

握
し
て
い
た
と
の
こ
と
。

何
よ
り
も
仕
事
を
し
な

が
ら
人
物
を
上
手
く
撮

れ
る
よ
う
に
な
れ
る
こ

と
が
入
会
を
決
め
た
一

番
の
理
由
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

撮影用の機材

　  

女
性
部
会

　
10
月
14
日
に
女
性
部
会
に
よ
る
「
ミ

シ
ン
カ
フ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
女
性
会
員
が
「
元
気
で
楽
し

く
就
労
活
動
を
続
け
ら
れ
る
仲
間
で
あ

る
こ
と
」
を
目
標
に
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
裁
縫
が
得
意

な
会
員
が
講
師
と
な
り
、
着
な
く
な
っ

た
着
物
や
余
り
布
を
利
用
し
た
「
リ

バ
ー
シ
ブ
ル
ベ
ス
ト
」
を
製
作
し
ま
し

た
。
講
師
の
指
導
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ

が
組
合
せ
な
ど
意
見
を
出
し
合
い
、
楽

し
く
製
作
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
会
場
を
カ
フ
ェ
に
変
え
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
楽
し
い

お
し
ゃ
べ
り
で
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。　

　
ま
た
、
こ
の
日
は
久
住
小
学
校
2
年

生
の
児
童
16
名
が
、
授
業
の
一
貫
で
町

へ
の
親
し
み
と
愛
着
を
深
め
る
目
的

で
行
わ
れ
て
い
る
「
町
た
ん
け
ん
」

と
し
て
、
当

セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
同

時
に
開
催
さ

れ
て
い
た
ミ

シ
ン
カ
フ
ェ

は
、
シ
ル

バ
ー
会
員

の
就
業
以

外
の
活
動

を
知
っ
て

も
ら
う
絶

好
の
機
会

と
な
り
ま

し
た
。
実

際
に
見
学

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
製
作
中
の
作
品

や
こ
れ
ま
で
に
製
作
し
た
も
の
を
目
の

前
に
し
、
う
な
ず
い
た
り
歓
声
を
上
げ

た
り
し
な
が
ら
会
員
の
説
明
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
小
学
生
た
ち
の
突
然
の
見
学
な
ど
も

あ
り
、
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
で
の
ミ

シ
ン
カ
フ
ェ
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回

初
め
て
参
加
し
た
会
員
か
ら
は
、「
趣

味
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
仲
間
と
知
り

合
う
こ
と
で
、
就
業
以
外
の
新
た
な
シ

ル
バ
ー
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
同
士
の
ふ
れ
あ
い
が

深
ま
る
よ
う
な
催
し
を
企
画
し
、
女
性

会
員
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
予
定

で
す
。

町たんけんで訪れた小学生

慎重に生地を裁断

＝
ミ
シ
ン
カ
フ
ェ
＝
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成田市シルバー人材センター

わたしの趣味　―鉄道模型作り― 星野　茂樹 会員 （玉造）

〒286-0819　成田市久住中央1丁目12番地3
TEL 0476-36-6161　　FAX 0476-36-6711
http://webc.sjc.ne.jp/narita/index
E-mail：narita@sjc.ne.jp

〈受付時間〉
月〜金曜日  午前8時30分〜午後5時15分
　　　　　　(土日・祝日、年末年始除く)

編集・発行　公益社団法人 成田市シルバー人材センター 広報部会

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
こ
な

す
事
務
局
。
会
員
が
安
心
し
て
就
業
で
き
る
の
も
事
務
局

職
員
の
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
今
回
は
そ
ん
な
職
員
の
皆

さ
ん
を
顔
の
見
え
る
形
で
紹
介
し
て
み
ま
し
た
。
仕
事
で

苦
労
す
る
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で

す
が
、
ち
ょ
っ
と
笑
え
た
の
が
受
注
電
話
の
話
。
地
域
特

有
の
単
語
が
混
じ
っ
た
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
ず
思
わ
ず

聞
き
返
し
た
り
周
り
の
職
員
に
聞
い
た
り
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
か
。
例
と
し
て
は
植
木
の
剪
定
依
頼
で
出
て
く

る
「
ク
ネ
」「
ボ
ッ
カ
」、
除
草
依
頼
で
の
「
ク
ロ
」「
コ
バ
」、

他
に
「
マ
デ
ヤ
」
な
ど
で
す
が
、
お
分
か
り
に
な
り
ま
す

か
。
全
て
の
意
味
が
分
か
る
自
分
を
自
慢
で
き
る
か
ど
う

か
微
妙
な
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
。

　わたしの趣味は鉄道模型作りです。30歳から始
めましたが、小さい頃から鉄道が好きで絵を描くと
いったら電車ばかりでした。車両が好きで集め始め、
今では100編成程になりました。たくさん集めると
実際に走らせてみたくなり、それが鉄道模型作成へ
の道となりました。鉄道雑誌に掲載されている写

真から作ってみ
たいと思う鉄橋
を選び、その設
計図をウェブサ
イトで検索し、
車両の縮尺との
バランスを考え
製図します。模

型の材料は厚紙や竹ひごなど
身近なものを利用しています。
車両も集めるだけではなく、土
台の部分だけを利用し自分の好
きな車両も作っています。縮尺
が150分の1になるよう紙で設
計図を作り、そこからカッター
ナイフで窓やドアなどミリ単位
で切り出します。大変ですがこの工程が大好きなの
で楽しくやっています。ボデイと屋根が出来上がっ
たら、車両専用の絵具を塗って完成です。作った模
型と車両を合わせた時の満足感は何とも言えませ
ん。たくさんの模型と車両を組み立て、皆さんに披
露することが今の目標です。

編
集
後
記

事業実施状況報告（4月〜9月）
植木剪定は今年度の受注は停止に令和3年度 令和4年度

会員数
男 382人 404人
女 102人 105人

合計 485人 509人
就業実人員 383人 415人
就　業　率 79.0% 81.5%

受託件数

公共機関 244件 243件
民間企業 435件 472件
一般家庭 1,002件 875件

合計 1,681件 1,590件
契約金額 102,871千円 103,591千円

　令和３年度に比べ、会員数、契約金額は微増と
なり、また、就業実人員、就業率についても僅か
ながら増加しました。しかしながら、受託件数に
関しては、植木剪定作業会員が高齢化などにより
減少したため、深刻な人手不足となり、年度内の
作業予約は8月末で締め切りとなりました。この
ことが一因となり一般家庭の受託件数は減少とな
りました。なお、植木剪定の受付は令和５年4月
1日より開始予定です。

事業実施状況報告

精巧に作られた鉄道模型
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